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日時：2015 年 11 月 2 日（月）13:00 ～ 16:30
場所：世田谷キャンパス 34 号館 B302 教室
コーディネーター：梶原 景昭、大森 節夫
総合司会：大森 節夫（国士舘大学 21 世紀アジア学部）
「開会挨拶」
柴田 德文（国士舘大学 アジア ･ 日本研究センター長）
「趣旨説明」
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（教員）：
21 世紀アジア学部の土佐昌樹と申します。お話を伺っていて、ホスピタリティやおもてなしの考
え方の奥行きの深さを感じました。ただし、奥行きが深いだけに結論を出しにくいところがありま
す。むしろ、あまり無理にまとめないほうがいいのではないでしょうか。例えば性的少数者に対す
るもてなしの話と、お茶でもてなす話は、絶対一緒にできません。今日は、そこに何か結びつくも
のがあると感じることができただけでも十分だと思いました。
　ホスピタリティというのは、サクリファイスではありません。自己愛という利己的なものがあっ
てこそ、ホスピタリティも生きてくると思います。
梶原：
素晴らしいご質問とコメントをありがとうございました。ホスピタリティというのは、結果として
相手から何かいい反応が欲しいのですけれども、しかし結果を求めないというところもあり、結論
がなかなか出ないということがよく分かりました。
（学生）：
質問が二つあります。先ず、相手をもてなすということに関して。日本に長く住めばわかるかと思
うのですが、これは非常に形式的なものです。たとえば、私がスロベニアを訪れたとします。その
場合、どのような「おもてなし」を受けることができますか ?…
ウルサ：
もちろん、その方がどういう立場の方かによるとは思うのですが。それでも、多くのスロベニア人
は、質問を受けたら、どのように答えてあげたら役に立つのかということを真摯に考えています。
（学生）：
もうひとつの質問です。それでも、相手の態度が悪く腹が立つ場面もあるかと思います。その場合
は、どうなさるのでしょうか ?
ウルサ：
相手の態度が酷かったとしたら、相手の態度の問題だと思います。不運にもそのような場面に出く
わしたとしたら……胸のうちにしまい、その場をそっと去ることと思います。
大森：
今日は皆さんにいいお話をしていただきました。私が疑問に思っているのは、ホスピタリティのあ
る人がこんなにたくさんいるのに、政治家にホスピタリティがないためか、いまだに戦争がなくな
らず、難民が出てくるということです。20 世紀は戦争の時代といわれて、21 世紀になったら平和
になるのかと思いましたら、残念ながらいまだに平和になっていません。若い方には、テーマとし
て、ホスピタリティと共に平和を実現していただきたいと思います。今日はどうもありがとうござ
いました。
